
 

 

【解答】2 

電波は 1秒間に 30万 km飛びますから、赤道上空 37500kmを往復するのに約 0.25秒程度かかります。した

がって、往復で 0.5秒程度の遅延が生じます。 

静止衛星は、春分・秋分の頃に地球の影に入ります。また、赤道上空に最低 3個の衛星を配置することにより

地球上のほとんどの地域をカバーします。 

  



 

 

【解答】4 

TDMは Time Division Multipleつまり時分割多重方式で、複数の通信が少しずつ時間を変えながら順次伝送し

ます。この方式においては、複数の信号の区切りを示すために同期パルスを加えることで、複数信号同士が干渉

しないように工夫しています。 

伝送速度＝1チャネル当たりの伝送速度×チャネル数なので、1.54÷0.064≒24が答えです。 

  



 

 

【解答】3 

回路を見ると、端子 ab間は、R1と R2～R7の合成抵抗が並列になっていることが分かります。 

また、R3～R7はブリッジ回路であり、R3×R7＝R4×R6の条件が成立していることから、R5は無視した回路にす

ることができます。すると、R3～R7の部分は、R3と R6の直列である 20Ωと、R4と R7の直列である 30Ωが並

列になっているものとみなせます。これを計算すると、(20×30)÷(20＋30)＝12Ωとなります。 

これと R2を直列にすると、合計 50Ωです。 

以上のことから、端子 ab 間から見た抵抗値は、R1＝75Ωと R2より先＝50Ωが並列になったものと見なせるの

で、（75×50）÷（75＋50）＝30Ωと求まります。 

  



 

 

【解答】4 

電力比 2倍が 3dBで 10倍が 10dB、電圧比 2倍が 6dB、10倍が 20dBであることを念頭に置きます。 

 

1…1ｍWを 0dBmとすると、10mWが 10dBm、100mW＝0.1Wが 20dBm、0.2Wが 23dBmとなります。 

2…1μV＝0.001mVですから、0.01ｍV/mが 20dBμV/m、0.1mV/mが 40dBμV/mとなります。 

3…10倍が 10dB、100倍が 20dB、200倍が 23dB、400倍が 26dBとなります。 

4…1μV＝0.001mVですから、0.01ｍVが 20dBμV、0.1mVが 40dBμV、1mVが 60dBμV、2mVが 66dBμ

Vとなり、正しい記述です。 

5…電圧比 2倍が 6dBですから、1/2倍が－6dBです。 

 

  



 

 

【解答】1 

1…電流は P→Nの方向に流れます。 

2…正しい記述です。 

3…正しい記述です。 

4…正しい記述です。  



 

 

【解答】1 

分岐導波管は主導波管の電界と並行面です。 

  



 

 

【解答】1 

俗にいう最大電力の定理より、r＝RL のときに負荷の電力は最大になります。このとき RL で消費される電力が

50Wということは、rで消費される電力も 50Wです。これを電源から見ると、100Vの電源に対して合計 100W

の電力が消費されている状態と見なせます。したがって、P=V2/Rより、rと RLの合計抵抗値が 100Ωであるこ

とが分かるので、RLの値は 50Ωということになります。 

 

  



 

 

【解答】2 

1は標本化、2は符号化、3は量子化、4は冗長化、5は D/A変換(復号化)です。 

  



 

 

【解答】5 

スペクトル拡散通方式としては、直接拡散や周波数ホッピング方式などがあります。 

直接拡散方式を用いた CDMA の特徴としては、秘匿性が高いことなどの利点がありますが、基地局に到達する

各移動局からの電波の強度がほぼ同じになる必要があるため、移動局側の送信機の送信電力制御が行われます。 

  



 

 

【解答】3 

QPSK波の復調には、搬送波とそれをπ/2移相させた信号波とを乗算し、それぞれ LPFに通したあと識別器で

デジタル信号に戻します。 

  



 

 

【解答】4 

1はハウリング、2は寄生発振、3は感度抑圧、4は相互変調の説明です。 

  



 

 

【解答】4 

周波数 fと周期 Tの間には、T＝1/fという関係があります。したがって、1÷0.00005[秒]＝20000[Hz]となりま

すから、答えは 20kHzと求まります。 

  



 

 

【解答】5 

呼の発生ごとにチャネルを設定するのはデマンドアサインメントと呼びます。 

  



 

 

【解答】2 

反射板への電波の入射角度は、垂直に近い方が損失が小さくなります。 

  



 

 

【解答】5 

PPI表示というのは、自分の船などが中心にあり、そこから周囲 360°を回転して物標を表示していくものです。

したがって、中心付近は自分から近いので、反射波も強力となり、明るくなりすぎることがあります。このとき

に STC 回路を利用し、近距離からの反射波に対する感度を落とし、遠距離からの信号に対する感度を上げて物

標を検知しやすくすることが行われます。 

雨や雪による反射波に対しては FTC回路によって信号を微分し、物標反射波を際立たせます。 

  



 

 

【解答】3 

ドップラー効果は、救急車とすれ違うときに発生するので有名です。この時電波や音波の周波数が変化します。

移動している物体が近づく場合は高い周波数、離れる場合は低い周波数になります。 

この効果を利用したドップラーレーダーは、移動物体の速度測定や竜巻・乱気流の観測に用いられています。 

  



 

 

【解答】5 

アンテナの性能は、アンテナが大きくなるほど、そしてアンテナに対して相対的に電波の波長が短くなるほど

向上します。 

 

 

  



 

 

【解答】2 

アンテナと給電線のインピーダンスが整合しているとき、伝送効率は最大になります。また、整合していない場

合、進行波と反射波が重なり合って定在波が生じます。 

アンテナと給電線のインピーダンスが完全に整合しているとき、VSWRの値は 1となります。 

  



 

 

【解答】3 

スリーブアンテナの放射素子は 1/4波長です。 

130MHｚの電波の波長は、300÷130≒2.3mなので、これをさらに 4で割って約 0.58ｍとなります。 

  



 

 

【解答】1 

ｄ＝4.12（√h1＋√h2）の式を暗記している必要がある出題です。 

これを計算すると、4.12×（14＋1）≒61となります。 

  



 

 

【解答】4 

フェージングは、周波数が高く(波長が短く)、移動速度が速いほど変動が大きくなります。 

到来する電波の遅延時間と受信レベルの関係を描いたグラフは、遅延プロファイルと呼ばれます。 

  



 

 

【解答】3 

サイリスタは PNPN構造を持ち、アノード・カソード・ゲートの 3端子を持っています。 

電気的動作としては、ゲート電流によってアノード・カソード間を流れる電流をスイッチング制御可能なダイ

オードとして振る舞います。 

 

  



 

 

【解答】2 

このような機能を持つ測定器をスペクトラムアナライザと呼びます。 

  



 

 

【解答】1 

水晶発振器と分周回路で正確なタイミング信号を作り、これでゲート回路を制御します。 

 


